
竹田からくり芝居 
からくり人形を庶民のものとした 

竹田近江は、江戸寛文二年（1662年）大阪道頓堀で「竹田からくり芝居」を旗揚げ公演し、大評判となった。以後約１００
年各地を巡業公演し、からくり人形の不思議さ面白さは庶民に浸透した。 

オランダ人が竹田からくりを見て仰天している様子 人形が馬に乗り、曲芸をし犬に飛び乗って楽屋へ去る 

10人力のからくり人形 時速15キロ程で走り回る陸船車 

吹矢と折畳み展開技術 枕をだるま落し 両手と口で文字書き 胎児の成長過程 


